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李賀
（七九
〇＼八一六）
の「
雁門太守行」（
呉企
明「李
長吉歌
詩編
年箋注」
中華
書局
、二
0
―二
、一
―
五頁
、
以下
「箋注」
）は
、
次のよ
うな古体
の詩で
ある
。
黒雲圧城城欲拙
黒雲城を
圧して城描
けんと欲し
甲光向
月金鱗開
甲光
月に向かって金鱗開く
角声
満天
秋色裏
角声
天に満つ
秋色の裏
塞上
燕脂凝
夜紫
塞上
の燕脂
夜紫凝
る
半捲紅旗臨易
水
半ば
紅旗
を捲いて易
水 に
臨む
霜重鼓寒声
不起
霜重く鼓
寒くして声起こらず
報君黄金
台
上意
君の黄金台
上の
意に
報い
提携玉
竜為君死
玉竜
を提携して君の為に死せん
この詩は
、「
幽
閑鼓吹』
や「唐
拙言』
、「唐
詩紀事
』、
「太
平広記」
など
が載
せ
る以下のよう
な話
柄
とともに知られて
はじめに
李賀
「雁門太守行」
いる
。
(l) 
ここで
は『
幽閑鼓吹』
から引こ
う。
李賀以歌詩謁
韓吏
部。
吏部時為
国子博士分司
、
送客
帰極
困。
門人呈巻。
解帯旋
読之。
首 篇 「
雁 門太守行」
曰、「
黒雲圧城城
欲描、
甲光向日金鱗開」
。
却援帯
命遂
之（
李賀歌
詩を以て
韓吏
部に
謁す
。
吏部時に
国子博士
つか
分司
為り、
客の帰る 送って極めて困
る。
門人巻を呈
つい
す。
帯を解き旋で之を
読む。
首 篇
の「
雁 門太守行」
に
日く
、「
黒雲
城を
圧し
て城推
けん
と欲
し、
甲光
日に向
かって金
鱗開く」
と。
却っ
て帯を
援き命じて之を
遂え
し
む）
。
この逸話
が事
実であった
かど
うか
については疑義が呈さ
(2) 
れているが、
こうし
たエピソ
ード
がいかにもありそうなで
きごととして
受容されていたであろうこと
は十
分推測でき
る。
韓愈が、
初二旬を
見ただけで李賀を迎えるために
帯を
締めなおしたと
読め
る点に
も留意したい
。詩
全体
を通読
し
の初
二句
に
ついて
小田
健太
(52) 
て初めて理解される
結構や内
容ではなく、
初二句の独立的
な完
成度
の高さを
韓愈が認めたことを示
唆するからである。
現実
的
にはやはり全
体を
読ん
でいた
と考えるのが自
然であ
ろうが、
そうだとしても、
初二旬が一
篇の中心的
な役割
を
担 っ
ていると
韓愈が考えていたことは動かない。
本論では、
初二旬が詩全
体の中でど
のよ
うな役割
を果たしているかと
いう点については
ひとまず措き、
二旬そのものの表現
上の
特質に焦点を絞
って
行論していくこととする。
『幽
閑
鼓吹』
と 同
様に「
雁門太守行」の初二旬を取り上
げた記事として、
楊慎「
升庵
詩話
」
巻
九の
「黒
雲」
の条
に
は、
実景
に忠
実であるか否かという側
面から、
二旬に対す(3) 
る批
判的
な見解
と擁護する
意見とが記
されている。
唐、
李 賀 「
雁 門太守行」首
句云、「
……
」。『
拙言」謂、
「……
」。宋
、
王 介
甫云、「此
児誤牟
。
方黒
雲圧城
、
臨
(4) 
有向日之
甲光也」
。
或問
此詩、「
韓 ・
王二
公去取不
同、
誰為
是」
。
余日、
「宋
老頭
巾不知詩。
凡兵
囲城、
必有怪
(5) 
雲 ・
変気。
昔人賦鴻門有『
東竜
白日西竜雨」
之 旬
、
解
(6) 
此意癸。
余在漠
、
値安
・鳳之変、
居囲城中、
見日量両
重、
黒雲如蚊
在其側、
始信賀
之詩
善状物
也」（
唐、
李
賀の「
雁門太守行」の首
旬に云う、「
……
」
と。
「菰
言」
に謂う
、「
…
…」と
。
宋、
王 介
甫云う、「此の
児誤れり
。
あた
黒雲城を
圧するに
方 っ
て、
燦日に向か
うの
甲光
有らん
や」
と
。
或
ひと此の詩
を問
う、
「 韓
・
王の二
公は去取
同じからず、
誰か
是と
為すや」と
。
余曰う
、「宋の老
頭巾
は詩を
知らず。
凡そ兵城を
囲むや、
必ず怪雲
・変
気有り。
昔人鴻門を賦する
に『
東竜の
白日西竜の雨』
てん
の 旬
有り、
此の意を解かん。
余漢
に在
って、
安 ・
鳳の
あふ
た
変に
値い、
囲城中に居り、
日景
両つながら
重なり、
黒
雲鮫の如く其の側に
在るを見て、
始めて
賀の詩の
善く
かたど
物を状るを信ずるなり」
と）
。
楊慎はまず「
唐拙
言」
の逸話
を引いた
上で
、
二旬に対す
る王
安
石の発言を載
せる。
王安
石は、
雲が
厚く垂れこめて
いるのに、
ど
うして太陽に
向かって
甲冑の光が反射すると
いうのか
といって、
二旬の
描写に実景
としての
整合性
が認
めら
れないこと
をもって李賀を
批判し、
「此の児
誤れり」
と子供扱いする。
楊慎は、
韓愈と王安
石のど
ちらが正しい
のか あ
る人に
問
われたところ、「
宋の老頭
巾は詩を知ら
ず」と、
王安
石
を 痛
烈に
非難
した。
その根拠の
―つ
は、
楊
維禎の詩
に、「
東竜
の
白日西竜の雨」
とあるように、
太陽
と雨が
同時に詠じられた
例もあ
るということである。
もう
―つ
は、
楊慎自身の経験
として、
戦乱のときには太陽の
量
が二
重にかすんで
見
え、
その傍
らには黒雲も
湧き起こって
(53) 
「黒雲
圧城城欲催」
につい
て
いた
とい
うことで
ある
。
ここで
は
、「
雁門太守行」
第二句
(7) 
の「
月」
を
「日」
に作
って
議論
が進め
られて
いる
が
、実
景
とし
てあ
りえ
る
か否かを
論点
に据え
る限り
、「
月」
に作
っ
た場
合で
も同様
の結
論が導き出
され
たの
ではな
い
かと
推察
される
。
王安石と楊
慎
の見
解
の当否は措
くと
して
も
、
「雁門太守
行」
の初二旬
が後
世長く
注目
され
続
けて
いたのは
確か
であ
る。
しかし
、具
体的に
はどの
よう
な点に
二旬
の特
徴がある
かに
つい
ては
必
ずしも
明らか
でな
い。
そこで
本論
では
、
モ
チーフや
語彙
、ま
たはその
組み
合わ
せと
いっ
た
観点
か
ら二
旬の
特質
を明ら
かに
する
こ
とを目
的とする。
特に難
解な語
も用
いて
おら
ず 、
平易な
ようにも
見え
るだけに
、果
たして
どの
あたりに
韓愈
を驚か
せたよ
うな特
質が潜ん
でいる
かを(8) 
探るためには
、李
賀以前
の類
例と比
較す
る必
要が
あろ
う。
まずは
「雁門太守行」
の第
一旬
につい
て
考察
した
い。
「黒雲」
の語は早くか
ら詩に
用いら
れて
いる
。
無名氏
「風
雨詩」
（逸欽立
『先秦漢魏晋南北朝詩』
中華書局
、
一九
八三
、
「全漢詩」
巻―
二、
全八
旬）
の冒
頭には
、太
陽を
遮るも
の
として
「黒雲」
が用
いら
れて
いる
。
日不
顕目合黒雲
多
月不見視合風非沙
月は見
視えず
して
風は
沙に非
ず
これ以
降
、し
ばらくは
「黒雲」
の語
が詩
中に用
いら
れる
ことはなか
っ
たようである
。
「風
雨詩」
の次に
「黒雲」
の
語が詩に
用いら
れて
いる
のは
、呉
均
（四六
九＼五
二
0)
の
「戦城南
（陪上何誼誼）
」
（
「全梁詩」
巻一
0
、全
六旬）
であ
る。
戦場に
浮かぶ
「黒雲」
が詠
じられる
ようにな
った
のは
、
それほど
早くは
なか
った
ことになる
。
3黒
雲蔵趙樹
黒雲
趙樹を蔵
し
‘、’ノ4 5 ヽ�
4黄
塵埋隈根
黄塵
隈根
を埋む
黒い
雲が
、趙
の地方
の樹
木を覆
い隠
すように
濁き起
こり
、
黄色
い塵が
、現
在の甘
粛省
一帯
を埋没さ
せて
しまうように
舞ってい
る
とい
う
。
「風雨詩」
と同じ
ように
、
「黒雲」
は視
界を
遮る
ような不
透明さ
の表
象
とな
ってい
る
。
庚肩吾
「登城北望詩」
（
「全梁詩」
巻二三
、全
六旬）
は、
「黄霧」
と対
にして
次の
ように詠じ
ている
。
3山
沈黄霧裏
山は沈む
黄霧
の裏
4地尽
黒雲中
地は
尽く
黒雲
の中
山が霧に包まれ
、地
上も
雲に閉
ざされて
い
る光景を詠じ
ている
。
先に挙
げた
二首
と同じ
ように
、こ
こでの
「黒雲」
多し 日は目に顕
らかなら
ずし
て黒
雲
も見通しの利
かない
不透
明感
を醸し出している。
「黒
雲」
の語は
、
唐代
に入
ってか
らも
戦乱
の
場面
に用い
られる
傾向にある。
以下のような
例が
それに
該当する。
11山
辺畳
畳黒雲飛
山辺
畳畳
として
黒雲飛
び
12 海
畔苺苺青
草死
海畔
苺苺として青
草死す
王宏
「従
軍
行」（
「
全唐詩」
巻
三八、
全一六旬）
9胡
兵漢
騎
相馳逐
胡兵
漢騎
相馳逐
し
10転戦孤
軍西
海北
転戦
孤軍
西海の北
11百
尺施竿沈黒雲
百尺
の施竿
黒雲に
沈む
12辺
茄
落日不堪聞
辺節
落日
聞く
に
堪えず
常建「張公子
行」（
「全
唐詩」
巻 一
四
四、
全―
二
旬）
3黄河
直北
千餘里
黄河
直北
千餘里
4冤
気蒼茫
成黒雲
冤気
蒼茫として
黒雲
を成す
常建「
塞下曲
四首
」
〈其
三〉
（「全
唐詩」
巻
一四四
、
全四旬）
「 雁
門太守行」
もそうで
あるように楽府
にしばしば用い
られた語
である
ことがわかる。
王宏
「従軍行
」に
は山
上に
たたなわ
る「黒雲
」が
、
常建
「張公子
行
」に
は軍旗
を覆
い
隠す「
黒雲
」
がそれぞれ
詠じられ
て
いる。
同じ
く常建
の
「塞
下曲
四首
」
〈其
三〉
は、
兵士たちの憤怒や無念さ
が「
黒
雲」となって
湧き起こった、
という。
また、
李賀と
同様
、「
黒雲
」と
月を対に
構成して詠じた
例もある。
銭起
（七
ニニ
＼
七八0
?)の「
送張将軍
征西」
（王
定琉
「
銭起詩集
校注』
浙江
古籍
出版社、
一九九
二、
八
二頁
、全
―
二
旬）
に、
っちふ
5戦
処黒雲
霊潮
海
戦処
の黒雲
潮 海
に霜
り
わた
6愁
中明
月度陽関
愁中の明
月
陽関
を度
る
と詠じられているの
が
それに当た
る。
ただ
し「
雁門
太守
行」とは異なり、
城郭
や兵
士の
甲冑など
は詠じられていな
、。ヽ ＞ここ
まで、
李賀以前の詩にお
ける「
黒雲
」の
例を概観し
てきた。
戦場に
湧き起こ
る「
黒雲
」
は、
ある対
象を遮蔽
す
るものとして詠じられる
こと
が多
いよ
うである。
「 風 雨詩」
において
太陽を隠す
ものとして用いら
れ、
呉均
「戦
城南」
では
木々
をすっぽりと包みこんでいる。
唐代
においても、
常建
「張公子
行
」
では
丈高い
旗織
が「
黒雲
」
の中 埋没し
ている
様子が詠じられている。
李賀「
雁 門
太守行」
のよう
に、
対象
を壊滅
させるかのよ
うに
圧
迫する
ものとして「
黒
雲」が用いられたことはなかったのである。
ただ
し、
「黒雲
」
に
限定しなけ
れば、
雲が対象
を上方か
ら圧
迫するといっ
た情景を描
写した
例を見
出すことができ
る。
銭起の「
広
徳初、
婁駕出関後
、
登高愁
望二
首
」
〈其
(55) 
-〉
（「銭起
詩集校
注」
えている。
5黄雲圧城閾
黄雲
城閾
を圧
し
6斜
照移焔塁
斜照
蜂塁に
移
る
広 徳
元 年
（七六
三）
十月
、
吐蕃
の軍隊
が関中を侵犯し、
それによ
って代宗が
映州
（河 南
省
三門
峡市
の西
）に移
った
ことを傷ん
だ作である。
黄色い
雲
が城郭
を圧
迫するように
漂い、
斜陽が蜂火
台やとりでを
照らし出すというのである。
「黒
雲」
と
「黄雲」
という
違いはあるものの、
李賀と似た
旬作りとなっている。
類 例
は李賀以降の唐詩に 見られる。
例えば、
温庭箔
（八―
二＼
八
七0
)の「
盤
石寺留別成公」
（劉学錯
『温庭
笥全集校注」
中華
書局
、二
00
七、
七
七二頁
、
全八旬）
には、
「山畳
楚
天雲圧塞
、
浪連
呉苑
水連
空
（山は
楚天
に畳
な
わ っ
て雲は塞
を圧
し、
浪は呉苑に
連なり
水 は
空
に連
なる）
」と
詠じられている。
雲が対象
を圧
迫する
ようにた
れ下がる
光景
を、「
雲＋圧
＋〔
対象
〕」と
いう
フレ
ーズによ
って詩中に
詠じ
るよ
うに
なったのは
盛唐の頃
であり、
その
後中唐
・晩唐を
通じて用
いられ続けたようである。
次に、
李賀「
雁門
太守行」
第一
旬の下
三字
のように、
「城
」と
「推
」を
一旬のうちに取り入れた
例について検討
―二
頁
、全
―
二句
）に
次
のように見
したい。
唐代
以前の
詩にそうした
例は見
受け
られないため、
大暦期
（七六
六＼
七
七九
）の
詩人で
ある
鄭丹
の
「明
皇帝
挽
歌」
（『全唐
詩」
巻二
七二
、
全八旬）
が早い例
ということに
なろう。
宝応元年
（七六二）四月に
崩御した
玄宗へ
の挽歌
である。
5地
惨新
彊
理
地は惨
として彊理新たに
ふる
6城推
旧戦功
城は推
けて戦功
旧し
玄宗生
前の
功績
を回顧
．賛
美した一
聯であり、
外敵
の城
壁を
破砕
する
ような強
大な武
力を誇
っていたこと
を「
城
推 」
によ
って示しているのである。
元和
四年
（八0
九）の
作とされる
元棋
（七 七
九
＼八三一
）の「
縛戎
人」
（楊軍「元
⑮
棋集編
年箋注
（詩歌
巻）
」三秦
出
版社、
二0
0二
、
一三一
頁、
全五
八句）の第
二十
五
・ニ十六
旬にも
、「半
夜城推鵡
雁鳴、
妻蹄
子叫
曾不
歌
（半夜城推
けて鶴
雁鳴き、
妻暗き子叫び
曾
て歌
まず）
」と
いうように
「城
推 」
が
見えている。
李 益
（七四
八＼八二
九）の
「塞
下曲
四首
」〈
其二
〉
（落之
麟「 李 益詩注
」上
海古籍出版社、
一九八四
‘
10
五頁
、全
四旬）は次のように
詠じられている。
秦築長
城城已推
秦は長城を築く
も城已に推
かれ
漠武北上
単子台
漢武は北のかた単子の台に上る
古来
征戦
虜不尽
古来
征戦
虜 尽きず
また
今日還復天兵来
今日還って復
天
兵来たる
秦 ・
漢の時代から
繰り返される異民族との
戦いに思いを
いたした
一
篇である。
第一旬に
注目
したい。
第四
・五字
に
「城」
字が
重ね
ら
れている点、
そこ
から一
字措
いて
「
推」
(9) 
字が用
いられている点で、
李賀
詩と
似
た詩旬と
なっている。
(110
) 
李 賀が李益と交際し
てい
た痕跡
は
ない
力、
偶然の一
致とは
いい切
れない
ものを含んでおり、
影響関係も
想定しうる詩
として位置づけられるので
はなかろうか。
ここ
まで、「
雁門太守
行」
第一旬の類
例について検討を
加えてきた
。「
黒雲」
の語
は漢
代から詩に用いられ、
空白
期間を挟むもの
の、
それ以後も
戦場を描写する
景物
として
多用
されており、
李賀詩もそ
の系譜に
連な
っているといえ
る。
ただ
し、
李賀以前の詩におけ
る「
黒雲」
は、
太陽や樹
木、
旗織
などを遮蔽
するものとして描出されること
が多
か
った。
それに
対して李賀
の「
黒雲
」
は城郭
を破砕
するかの
ように重く
のしかか
るので
あ
った。
不透明感
を演
出する
「黒
雲」
から、
重量
感や
圧
迫感を伴う「
黒雲
」へ
と用
法が
移行
している
のである
。「
黒雲
」
の語
に
限定しなけ
れば
、
銭起
「広
徳初、
豊駕
出関
後、
登高愁
望二
首
」
〈其
一〉
のよ
うな類
例を
求める
こと
が
可能である
。
また
、「雲
＋圧＋
〔対象
〕」と
いう
フレ
ー
ズは、
盛唐の頃から詠じられ始めた
比較
的
新しいも
のであった
。「
雁門太守行」
の第一
句も、
当時
は新鮮
な
響きを持って
いた
であろうと推
察される。
「城
」と
「描
」が
一旬中
に取り合わせ
て詠じられる
ように
なったのも唐
代以
降である。
この点について
は、
李 益 「
塞
下曲
四首
」〈
其二
〉
と似
通っているため、
李賀の独
創とは
いい
切れ
ない可能性がある。
とはい
え、
李益がす
でに
破砕
されてし
ま
った長城を詠じているのに対して、
李賀
は城郭
が破砕
するかしないかという
ギリギ
の瞬
間を切り取って
詠じているため、
そこに独自
性を認める
ことはできる。
梁
超然「李賀
詩歌賞析
」（
広西教育
出
版社、
一九
八
七）
が、
「詩的
開頭
両旬、
着意子
気祭的
消染
、
給 読
者勾
画了這
場戦
争緊
張的
形勢
」(
-五
頁
）と指摘するとおり、
城郭
全
体が
今すぐにでも音をた て崩れ落ちてし
まいそう
な抜
き差し
ならない
緊迫
感が
字
旬に
掬い取られているところに、
「 雁
門太守行」
第一旬
のすぐれた技
巧性を
見出しうるのである。
本節
で
は「
雁門太守
行」
の第二旬につい
て検討を加える。
「甲
冑に
反射
する
光が
月に向か
って
金の
鱗のよ
うに輝
いて
いる」というこの
旬には、
どの
よう
な特質
が看取されるの
であろうか。
「甲
光向月金鱗開」
につい
て
(57) 
まず、
兵士の甲冑に反射する
光を指す「
甲光」
について
は、
李賀以前の詩に
ほとんど見当たらない。
わずか
に張
祐
（七九
二
？ ＼八
五四
？
）の
「楚州章
中丞笙模
」 （
手占華
「張
祐詩集校
注」
甘粛
文化
出版社、
一九九
七‘
―二
三頁
、
全四
旬）
に
、
3恰
値満
堂人欲酔
た
恰も満
堂に
値つれば人
酔わんと
欲
す
わず
4甲
光継触
一時
醒
甲光綾かに
触るれば一
時に
醒む
と詠じられているのみである。
この「
甲光
」は堕模
の表
面
の光沢
を指すと考えられるため、
李 賀詩
との関連性は薄い。
ただ
し、「
甲」
と「
光」
の両
字
を用いながら光を反
射さ
せ
た甲冑
を詠じ
る例は唐
代以
前か
ら見受けられる。
以下、
そ
れらについて検討を
加え、
李 賀詩との
共通点、
あるいは相
違点を探り い。
察淡
（
一 七 七
＼ ？
） の
「
悲憤
詩」
〈其一
〉
（ 「
全漢詩」
巻 七
）
には次のように
詠じられている。
7 海
内興義師
海内
義師を興し
8欲共
討不
祥
共に
不祥
を討たんと欲す
9卓
衆来東下
卓の衆来たりて東下し
10金甲耀
日光
金甲
日光
に
耀 ＜
「金甲
」
の 旬
は、
甲冑が日光
を反
射して
輝いているとい
って、
董卓軍
の勢力
の盛
んなさ
まを示している
のである。
曹不
一
(
-八
七＼二
二
六）
の「
至広
陵
於馬
上作」
（「全
魏詩」
巻四
、
全ニ
ニ旬）
の第
三 ・
四旬
に、「
文矛
成山
林、
玄甲耀
日光
（
文矛山
林を成し、
玄甲
日光
に
耀く）
」と
あるのは、
「金」
と
「玄
」
との違いが
あるだけで、「
悲憤
詩」
と似
た表
現と
なっている。
玩籍
（
ニ―
O
S
二六
三）
の「詠懐詩八
十二
首
」〈
其 三
十
九〉
（ 「
全魏
詩」
巻 一
0、
全一四旬）
に
も類例が
ある。
5良
弓挟
烏 号
良弓
烏 号を
挟み
6明
甲有
精光
明甲
精光有り
第 六 旬
は、
曹植
「上先
帝賜鎧表」（
「初
学記」
巻二
二、
武
部、
甲 六
）に
、「先
帝賜臣鎧
、
黒光
・明
光各
一領（先帝
臣
おのおの
に鎧
を賜
う、
黒光
・
明光
各一
領）
」と
あるの
を踏
まえ
て
いるのであろう。
日 月
の
光と明
言されてはいないものの、
やはり光をた
たえたきらびや
かな
甲冑
を指す。
続い
て、
「文
選』
に収
録
されている播岳
（二
四八
＼
三〇
0)の
「関中詩」（
巻二
0、
全―
二八旬）
を取り
上げる。
27素
甲
日耀
素甲
は日のご
とく耀き
28玄
幕 雲
起
玄 幕
は雲のごとく起こる
「素
甲」
について李善
は、『楚漢
春秋
」より、「
趙中大夫日、
『臣
聞越王
旬践素甲
三千
」（
趙中大
夫日
く、 「
臣は
越王
旬践
(58) 
の素
甲の
三千
なるを聞く』
と）
」という記事
を引いている。
対句には
雲
が登
場していて、
李賀と発
想が類似する。『
文
選』
に収
録される
よう
な広
く
知られた作
品である点も加味
すれば、
このあ
たりに「
雁門太守行」
初二
旬の
全体
的
な構
成の
淵源
を求めうるかもし ない。
唐代
に
入ってからも
同様の
モチ
ー
フがさまざ
ま
なバ
リエ
ーシ
ョ
ンによ
って詠じ続けられることとなる。
まずは
韓休
（六
七三
S
七四
0)
の
「奉
和聖
制送張説
巡
辺」 （ 「全唐詩
」巻
―
―一
、
全二
0旬
）を見たい。
7曙
光揺組甲
曙光
組甲
に揺
れ
8 疏
吹饒雲施
疏吹
雲施を饒
る
「組甲
」はひ
も
で皮や金属を
つなぎ合わ
せて作った
甲冑
を指す。
威容
を 整
えた
兵士たちの
甲冑
に朝焼
けの光
が当た
って揺らめくように反
射しているというのであろう。
天宝十
三載
（七
五四
）の進
士
である
韓翔の「
送劉
将軍
」
（ 『全唐詩」
巻二
四
五、
全八旬）
につい
ては首
聯を
引く。
明光
細甲照姫蝦
明光
細甲
姫蝦を照らす
昨日承恩
拝 虎 牙
昨日恩を承
けて虎
牙を
拝す
「蛭
蝦」
とは首
筋
を保護
する
鎧のことであ
り、
光がその
あた
りを照らし出しているという。
甲冑の細
部に
観察
を及
ぼし
た
旬となっ
ている。
挑合
（七
七八
＼八
五
九）の
「剣器
詞 三
首
」〈
其二
〉
（呉
河
清「
挑合詩
集校注」
上
海古籍出版社、
二0
―二
、
五四
二頁
、
全八旬）
は、
舞曲の歌詞であり、
次のように見えている。
3雪
光偏著甲
雪光
偏に
甲に
著
れ
とど
4風
力不禁旗
風力
旗を禁めず
「挑合
詩集校注』
が「謂
甲映雪光
、
旗不
禁
風 」 （
五四三
頁 ）
というように、
甲冑
が雪明
りに
照り映え、
旗が
風に
揺れる
様子を詠じている。
続いて、
会昌
四年
（
八四
四）の
進士であり、
挑合
などと
交際
のあった馬戴
の「
贈淮
南将」（「全唐詩」
巻五
五五
、
全
―二
旬）
はど
のように
詠じられているであろうか。
9塞
色
侵旗動
塞色
旗を侵して動き
10寒
光鎖甲
明
寒光
鎖甲
明
らかなり
寒 し々
い光
が甲冑
を明
る＜
照らし出してい
る、
というの
である。
改めて述べてお
けば、
李賀
以前の
詩において
「
甲光
」の
語が
甲冑に反射する
光の意で用いられたことはなか
った。
ただ
し、「
甲」
と「
光」
の両
字を
使用しながら
同様
の
モチ
ーフ
を詠
じた例は
少なくない。
察淡
や曹不
一 を
その
先
躁と見
なしうる。
また、
雲と
対に
構成され
ている
こと
から、「
雁
門太守行」
の初
二旬が、
溜岳「関中
詩」
に発想
を借りてい
(59) 
た可能性
があるという点についても前
述したとおりである。
「金
鱗」
の語
に
関しても李賀の独自性
がうかがえる。
唐
代以
前の詩に
「金鱗」
の語は
見られない。
従 っ
てこの語
を
詩に取り入れ 早い例
は杜
甫（
七
ご 一 S
七 七
0)であると
判断でき
よう。
21泉
出巨魚長比
人
泉は巨魚を出して
長さは人に
比す
22丹
砂
作尾黄金鱗
丹 砂を尾と作し黄金 鱗とす
「沙苑行
」 （
仇兆蒸
「
杜詩
詳註
」
巻
三、
全二四旬）
馬の放牧地で
ある
沙苑
の泉から出てきた魚
は人間
ほど大
きく、
その尾は赤く、
鱗は黄 金
であったという。
沙苑
の霊
験を
示唆するかのような異形の
魚だったのである。
「金鱗」
と熟すわけ
ではないものの、
字義ど
おり黄金の
ようにきら
めく魚の鱗を詠じているのである。
李紳
（七
七二
＼
八四六
）の
「憶東
湖
」 （
慮燕平
「李紳集
校注」
中華
書局
、二
00
九、
四四
頁、
全八旬
）は洪
州城内
にある
東湖
で舟遊
びをしたときに
見た景色を回
想した作
品
である。
5魚
驚翠羽
金鱗躍
魚は
翠羽
に
驚いて金鱗躍り
6蓮
脱
紅衣紫蒟拙
蓮は紅衣を脱して紫莉拙＜
採餌するために
水面に
降りた鳥に魚が驚いて身を翻した
瞬間の鱗のきらめきを、
「金鱗躍
る」
と詠じたのである。
これ以
降の唐詩に
おいても
「金鱗」
の語
は用いられるが、
そのうちの
ほとんどが魚の美称であり、
李賀のように「金
鱗 」
を比喩
的
に用
いた
例は
見られない。
ここ
ま
で
「 雁
門
太守行」
の第二旬につ て検討を
加えて
きた。
この旬に
おいて
まず特筆
すべき
は、
「甲
光」
の語
が
前代
の詩に見られ
ない点である
。
李賀は、
「甲
」
と
「光
」
を別々
に詠
じ
る察
淡や
曹
不 一をはじめ
とする
漢魏
六朝期の詩、
あるいはその
延長
上に
ある中
唐
までの詩に
着
想を得た上
で、
自分なりの工
夫をこらしているのである。
「金鱗
」の
語に
ついても唐
代以
前の
詩に用いら
れた形跡
はない。
唐代
に至
っても、
明らかに李賀
以前の
例と判断でき
るのは杜詩のみ
⑩
であり、
これも「金
鱗」
の二
字が熟しているわけ
ではない。
つま
りこ
の語
について
は李賀や
李 紳を先
駆と
するのであっ
て、
ここ
でも李賀は
先人
の手垢がつい
てい
ない語を
選び取
っているといえるのである。
以 上
のように、
語彙
のレ
ベ
ルに
おいて、
前代
の表現
に捉
われ
ない
新
鮮味を醸し出し
ている一方、
光を反射する
甲冑
という詩の素材は伝統的
なものであった。
本節では
「甲
」
と「
光 」
の両
字
を用いてい
る詩旬を中
心に取り上げてきた
が、
それ以外の文
字によ
って
同様
のモチ
ー
フを詠じた
詩 旬
も含めれば、
こうし
た
モチ
ー
フがいかに多
くの
詩人たちに
注目
されて
きたかが一
層は
っきりするだろう。
今はそれら
の表現
を逐
一
検討することはできないが、
仮に
こうし
た
モ
チー
フを詠じた表現
群における李賀の独
自性を
見出すとす
れば、
それは、
広い
空
間を
瞬時に捉え
た手際
のよさである
と考えられる。
つま
り、
漢魏
六朝期の
例にしても、
李賀以
前の唐詩にしても、
語
り手の視点
はあ
くま
で光
をはじいて
いる
甲冑、
なかんずく兵士たちに向けられているのに対し、
李 賀の旬
は、
月と兵士た
ちを結ぶ
空間、
光の往来するその
広い
空間
をも含んだ表現
となっている
のである。
このよう
に理
解する
場合
、「向
月」という語は
欠くことのできない
重みを持
つことになる。「
雁門太守行
」
と趣向は異なるが、
例えば
買島
（七
七九
＼八
四三）の
七絶
「夜集烏行中所居」
（斉
文榜
「買
島集校注
j
人民文学出版社、
二
00
1
、四
七
九頁
）に
は次のように
詠じられている。
また
1
環櫨促席
復持杯
環燻席
を促して復杯
を持す
2松
院双
扉
向 月
開
松院
の双
扉
月に向か
って開く
仮にこの
詩が
五言
詩だとして、「
松院
双扉
開
」
としてし
まっ
ては、
旬の含む空間的
な奥行
きが
ほとんど感じられな
くなっ
てし
まう
。「
雁門太守行
」
についてもそ
れは
同様
で
ある。
単に
甲冑を鱗に
喩えると
いう
比
喩の奇抜さのみを前
面に
押し
出すような
旬であったならば、
ある
いは
韓愈に激
後世
の詩
へ
の影
響
既述のとおり、「
雁門太守行
」
の初二旬は、
韓愈に
評価
されたのをはじめとして、
王安
石や
楊慎
といった後世の詩
人の議論の的
ともなった。
また、
それだけにとど
まらず、
実作にも取り入れられ
ていった。
とりわけ
冒頭
の「
黒雲」
の旬は
摸擬の対象とされることが多
かっ
たよう
だ。
本節
で
はそうした
例を取り
上げて、
後世の
詩人に対する李賀
「 雁
門太守行
」
の影響の一
端を確認
していきたい。
罪補之
(1
0
五 三
s-
―
1
0)
の「
滸栖巌寺、
呈提刑学
士毅夫兄
」
（ 「
維肋
集」
巻
九、
全五〇
旬）には、
1
飛楼圧城城跨野
飛楼城を
圧し
て城は野に
跨り
2黄河透進避
条 華
黄河
透造
とし
て条華を
避く
とある。
城郭
全体
を威
圧するように
高くそびえる
楼閣
が詠
じられている。
同じく宋
代の部粛
(10
九一
＼
―
-三二）
は「
雹
」
（ 『
枡棚集』
巻
七、
全―
二旬）
において
、「
城
」
を
「山
」
に、
「推
」
を「
頚
」
に入
れ
替えて、
次のようにいう。
1
黒雲圧山
山欲頚
黒雲山
を圧
して山類
れんと欲し
2阿
香
推車
振不開
阿香車
を推して
振
るえど
も開かず
山が崩れる
ほど
に重
々
しくかぶさる
雲が
描写されている。
賞される
ことはなか
ったかもしれない。
(61) 
「阿
香車を推す」
、
つ
まり雷が鳴ってもびく
ともしないよう
な厚
い
雲なのである。
宋代
以降の詩人も「
黒雲」
の
旬に
アレ
ン
ジを加
えな
がら
転用し
ている。
延祐
(
-三一
四
S 一
三二
0
)初
年の
進士で
ある
王
祈は部粛と
同じように
「城」
を
「山
」
に作っている。
ど
う
ひょう
3猜
隧折樹怒未
已
檸隧樹
を折
って怒り
未だ
已ま
ず
4黒
雲圧山
山火
起
黒雲山
を圧
して
山
火 起こる
「焼山
」 （ 「
伊 濱集」
巻五、
全二八
旬）
狂っ
たように吹き荒
れる風
が木
々をなぎ倒してもやまず、
落雷による自然発
火であろうか、
山火
事
も起こった
という
のである。
順治十
六
年
（
一六
五
九）
の進
士で
ある葉
方藷も
新た
なバ
リエー
シ
ョ
ンを
生み
出した。
1黒
雲圧波
波如山
黒雲波を圧して波山の如し
2銀
城雪
屋翻
飛
間
銀城
雪屋
翻飛
の間
「渡
江
行」（「
読書斎
偶存稿
」
巻
三、
全二
〇
旬）
重圧
感のある
雲
と、
山のご
とく高く盛り
上がった
波のせ
めぎ
合い
が臨
場
感を伴
って表
されている。
「黒
雲」
の 旬
は日本の
詩人にも影響を与えた。
頼山
陽（
一
七八O
S
一八
三二）
の「
重
謁加藤
肥州廟引
」 （ 『
山陽詩紗」
巻四
、
全 三
二旬）
には、
次のように見えている。
17
大雪圧城
城欲俯
大雪
城を
圧して城
俯せんと欲す
おわり
に
はだ
ねば
あかぎれまさ
18凍
鎧鈷膚鞍且剖
凍鎧應
に
貼り
鞍
且に
剖けんとす
城を押しつぶす
ほどの
大雪
が降
る
冬の戦場
を描写
してい
るのである。
以 上
に列
挙
してきた
詩を見てわか
るよ
うに、
後世の詩人
たちはさ
まざ
まに
語彙
を入れ替えなが
ら「
黒雲
」
の旬を自
作に取り入れている。
そうし
た中にあってすべ
ての詩に
共
通しているの 、
第 三
字に
「圧
」
を用
いること、
第四・
五
字に
同じ字
を重
ねることの二点である。
また、
大半
の詩に
おいて、「
黒雲」
の句に
摸擬した
旬が初
旬に
配置されてい
るため、
そこに李
賀詩の影轡を
看取することが可能である。
初旬に
配してこそ、
摸擬した
旬の詩的
効果が最大
限に発
揮
できると考え
られていたのであろう。
ここ
まで李
賀 「
雁 門太
守行」
の初二旬につい
て考察を加
えてきた。
二旬の
特質
を改めて
まとめ
ると次のように
なる。
第一旬
の「
黒雲」
の語は、
李賀
以前にお
い
てもしばしば
戦場の景物とし
て用い
られていた。
ただしそれら
は木
々や
旗織など
といった対象
を覆
い隠
す遮
蔽物
として詠じられる
ことが多
い。
城郭を破壊しか
ねない
ほど
重々
し
くのしかか
る「
黒雲
」を
詠じているのは李賀のみである
。「
雲
＋圧＋
(62) 
〔対象〕
」
とい
うフ
レー
ズは
、
盛唐
の頃か
ら詠じ
られ
始め
た
新し
いもので
あ
った
。
特段目
新し
い語
彙は用
いら
れて
いな
いものの
、
その
組み合
わせによ
って
、
城郭
が瓦
解す
る寸
前
の、
緊張感
を伴
った
劇
的な場
面を形象
する
こ
とに成
功し
て
いる
。
また、
後世
の
「黒雲」
の旬 摸
擬し
た旬が、
第四
・
五字に同
字を重
ねる
リズ
ムを踏襲し
ている
ことから
考え
る
と、
こうしたリ
ズムが
「黒雲」
の旬に欠か
せな
い特
徴と
し
て後の詩
人た
ちに
認
識
されて
い
たと
理
解できる
。
第二旬
に
つい
てはま
ず、
前代に
はほ
とんど
用いら
れて
い
ない
語
彙を詠
じて
いる
ところ
に
特質
が看
取され
る。
切り離
して
別々
に詠じ
られる
傾向に
ある
「甲」
と
「光」
を熟語と
して
詩に
用いたの
は李
賀が最
初であ
ろう
。
先例を十分踏ま
えた
語
彙であるだけ
に自
然な印
象を与
える
語とな
って
いる
。
「金鱗」
につい
て
は、
杜甫
のよ
うな類似し
た先
行例
や、
李
紳の
ような
ほぼ
同時代
の例
があ
った
。
当時
の詩
語と
しては
新鮮な
語彙
であ
った
こと
だ
ろう。
光を反射さ
せて
いる
兵士
の甲
冑に見
立てたの
は李
賀の
独
創であると
判
断できる
。
月
光を
はじ
く甲
冑を身
にまと
いなが
らうご
めく
兵士
の集
団は、
さなが
ら地上
を泳ぐ大
魚であ
った
。
月と兵士
を単
に点
綴す
るので
はなく
、
その
中間
をも
含んだダ
イナ
ミッ
クな
空間が
描出さ
れて
いるの
も
「甲光」
の旬
の持ち
味である
。
二句
に使
用され
てい
るそれぞ
れのモチ
ーフは
李賀以前
の
詩にも詠じ
られており
、
唐代
に入
って
か
らも同
様
であ
った
。
例えば、
光を反射さ
せる
甲冑
とい
うモチ
ーフは
、
漢末
ころ
から
李賀
に至
るまで
ほぼ継
続的
に詠
じられて
きた。
「雁門
太守行」
の初
二句が
後世
の衆目を
集め
るよう
な旬と
なりえ
た理由
は素
材
の目
新しさに
ある
のではな
い。
李賀
は、
前代
に詠じ
られた
モチ
ーフ
を
継承し
つつ
、
語彙
の組
み合わ
せや
見立
て
の新
鮮
さによ
っ
て独
自の
詩
的光景を現
出さ
せた
ので
ある
。
意図
的であるかど
うかは別
にしても
、
いわ
ばあ
りそ
うでなか
っ
た表
現、
詠じられ
て
みれ
ば確か
にそれが
最もし
っく
りと落ち
着く
よう
な字
旬
の配置が、
衆目を惹き
つけ
続
ける
こととな
っ
た外せな
い要
因
の
一っ
と
して
想定
され
るの
である
。
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